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25．胃排出時間における抗コリン剤の影響
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　胃排出時間は，消化性潰瘍の病態，上部消化管不定愁

訴との関連につき最近注目されているが，今回抗コリン

剤の健常者における胃排出能に及ぼす影響について検討

した．対象は男性11名で抗コリン剤Btropium　Bromide

26巻7号（1989）

10，20，30mg，およびPlaceboを投与後，試験食にTc－

99m－DTPA　1．O　mCiを混和し，5分間隔で1時間撮影し

た．胃排出時間は，ROIを胃底部にとり経時的にカウ

ント数を片対数としてプロットし回帰直線からT1／2を

算出した．

　成績，Btropium　Bromide内服により胃排出時間は促

進した．用劃1」検討では，胃排出時間との関連はみられ

なかったが，胃内停滞率で検討すると用量依存性が示唆

された．

　胃運動検査としては，胃排出時間および胃内停滞率曲

線の両者を検討する必要がある．
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